
【小説】 【その他】

赤と青とエスキース 青山　美智子　　　　 死ぬまで、働く。 池田　きぬ　　　　

おはようおかえり 近藤　史恵　　　　 老人支配国家日本の危機 エマニュエル・トッド　　　　

現代生活独習ノート 津村　記久子　　　　 ヨーロッパ・コーリング・リターンズ ブレイディみかこ　　　　

残照の頂 湊　かなえ　　　　 認知症の介護・看護に役立つハンドセラピー 鈴木　みずえ／監修

出世商人　４ 千野　隆司　　　　 手ぬいで着物リメイクゆったり心地よい服 高橋　恵美子

不知火海沿岸 水上　勉　　　　 はたらく車の刺しゅう ささき　みえこ　　　　

青天を衝け　４ 大森　美香　　　　 キッチンから始める人生の整理術 村上　祥子　　　　

底惚れ 青山　文平　　　　
どんなずぼらさんでも１週間の夜ごはんが

作れる本
ｍａｋｏ　　　　

フェイクフィクション 誉田　哲也　　　　 我が家は前からソーシャル・ディスタンス 綾小路　きみまろ　　　　

ミニシアターの六人 小野寺　史宜　　　　
白川静さんに学ぶ漢字がわかるコロナ時代

の二字熟語
小山　鉄郎　　　　

夜叉の都 伊東　潤　　　　 英会話は筋トレ。 船橋　由紀子　　　　

雪見酒 佐伯　泰英　　　　 海をあげる 上間　陽子　　　　

熔果 黒川　博行　　　　 遠慮深いうたた寝 小川　洋子　　　　

李王家の縁談 林　真理子　　　　 若狭がたり　２ 水上　勉　　　　

【えほん】 【おはなし】

うさぎじかん 刀根　里衣　　　　 お天気屋と封印屋 廣嶋　玲子　　　　

おうちおおずもう 二宮　由紀子 しんぱいなことがありすぎます！ 工藤　純子　　　　

おもち 彦坂　有紀 マイブラザー 草野　たき　　　　

クリコ シゲタ　サヤカ　　　　 まじょばーのたまごやき 堀　直子　　　　

さむがりやのスティーナ ラニ・ヤマモト　　　　 昔話法廷　Ｓｅａｓｏｎ５ ＮＨＫ　Ｅテレ「昔話法廷」制作班／編

だれかのプレゼント 谷口　智則　　　　
チャーリーとフロッグ手話の町の図書館と

なぞのメッセージ
カレン・ケイン　　　　

チャレンジミッケ！　１１ ウォルター・ウィック　　　　 【その他】

はっけよい！おせちばしょ 奥原　弘美 平等ってなんだろう？ 齋藤　純一　　　　

まるとてんてんのえほん たかはし　みどり どうぶつ 成島　悦雄／監修

みんなのいちにち たけうち　ちひろ　　　　 命を救う心を救う ふじもと　みさと

やっぱりじゃない！ チョー　ヒカル　　　　 鉄道 長根　広和／指導・執筆

夜をあるく マリー・ドルレアン　　　　でんしゃ 学研プラス

る さいとう　しのぶ　　　　 のりもの 学研プラス

この他にも新着図書はまだまだあります！ぜひ、図書館へお越しください！

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。
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柳田　博

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１０

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

＊図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

メールマガジン登録募集中！

メルマガは週１回お届けする最新の

新着図書案内です。配信は毎週金曜日!

南越前町立図書館の

ホームページからご登録ください。

「赤と青のエスキース」

青山 美智子・著 PHP研究所 ２０２１年

メルボルンのアパートの一室にエスキースを描くために３人の学生が集まりました。

ひとりはモデルとして、ひとりは彼女の恋人で仲介者として、もうひとりは画家志望

の学生です。エスキースとは下絵のことです。この下絵が描かれていく過程で恋人た

ちの人生が動き出し、ひとりの画家が誕生しました。『赤と青のエスキース』とタイ

トルのつけられた絵はこの部屋で生まれたのです。絵は日本に渡り、１０年後、額縁

制作の工房に勤める男性と出会います。２０年後、ふたりの漫画家の対談に立ち会い

ます。そして、３０年後にメルボルンへと戻ってきました。ギフトのようにラッピン

グされて袋に入れられていた絵は、今、慎重に取り出されてある場所の壁に掛けられ

ました。これまでどこにいて、どんな人生の瞬間を見届けてきたのでしょう。これか

らどんな人たちに出会っていくのでしょう。『赤と青のエスキース』、この絵はいい

絵です。

「塞王の楯」

今村 翔吾・著 集英社 ２０２１年

織田軍による一乗谷攻撃から懸命に逃げていた幼い匡介（きょうすけ）は飛田源斎

（とびたげんさい）に助けられます。源斎は近江の石垣作りの職人集団穴太衆（あの

うしゅう）のひとつ飛田家の頭で、匡介は後継者として育てられます。絶対に破られ

ない最強の楯である石垣を作れば戦をなくせると考え、戦で人が亡くなることがない

よう匡介は石積みの技術を磨きました。一方、鉄砲作りの職人集団国友衆の頭となっ

た国友彦九郎（くにともげんくろう）は、最強の砲があれば戦乱の世を終わらせられ

ると考えていました。そのためには砲が一度使われなければいけないとも。関ヶ原前

の大津城の攻防でお互いを強く意識しあってきた匡介と彦九郎が直接対決します。死

力を尽くした攻防の果てに彼らはなにを思うのでしょうか。


